
10
月
31
日
に
、
第
49
回
衆
議
院
選

の
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
力
で
政
権
交
代
を
実
現
し
、

新
し
い
野
党
連
合
政
権
を
つ
く
る
た

め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
歴
史
上
初
め

て
の
、
野
党
の
政
策
合
意
・
政
権
合

意
が
で
き
た
選
挙
で
し
た
。

野
党
共
闘
の
中
心
に
な
っ
た
共
産

党
は
、
小
選
挙
で
候
補
者
を
取
り
下

げ
て
１
０
５
人
に
し
ぼ
り
、
共
闘
に

積
極
的
に
貢
献
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
、
自
公
政
権
の
継
続

を
許
し
、
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を

占
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
確
か
な
成
果
を
上
げ
た
面
も

あ
り
、
今
後
の
共
闘
の
在
り
方
へ
の

試
金
石
と
も
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
党
そ
の
も
の
の

前
進
も
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

沖
縄
で
の
貴
重
な
小
選
挙
区
で
の
議

席
を
獲
得
は
し
た
も
の
の
、
比
例
で

11➔

９
議
席
，
得
票
４
４
０
万➔

４
１

６
万
票
と
後
退
し
た
こ
と
は
残
念
な

結
果
で
し
た
。

選
挙
後
、
野
党
共
闘
は
失
敗
だ
っ

た
と
い
う
報
道
が
（
意
図
的
に
か
）

流
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
実
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

共
闘
で
一
本
化
し
た
小
選
挙
区
で

は
59
選
挙
区
で
勝
利
し
、
自
民
党
の

重
鎮
や
有
力
政
治
家
が
落
選
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
所
で
は
、
「
野
党
勢

力
」
の
比
例
得
票
の
合
計
を
小
選
挙

区
候
補
の
得
票
が
上
回
る
と
い
う

「
共
闘
効
果
」
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
前
の
衆
議
院
選
と
比

べ
る
と
、
自
民
・
公
明
の
「
与
党
勢

力
」
は
、
比
例
得
票
を
１
５
０
万
票

増
や
し
ま
し
た
が
、
議
席
で
は
19
減

ら
し
ま
し
た
。
維
新
や
国
民
な
ど
の

「
与
党
補
完
勢
力
」
は
、
前
回
の
維

新
の
会
・
希
望
の
党
と
の
合
計
比
較

で
は
、
５
０
１
万
票
減
、
議
席
数
で

20
減
ら
し
て
い
ま
す
。

野
党
共
闘
勢
力
は
、
比
例
で
得
票

２
４
６
万
票
増
、
議
席
で
42
増
や
し

て
い
る
の
で
す
。

選
挙
戦
前
半
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
も

「
争
点
は
自
公V

S

野
党
共
闘
」
と
取

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
危
機

感
を
も
っ
た
自
公
勢
力
は
、
「
共
産

党
は
、
天
皇
制
・
自
衛
隊
・
安
保
条

約
を
否
定
し
て
い
る
」
な
ど
と
い
う
、

日
本
共
産
党
の
綱
領
で
明
記
し
て
い

る
こ
と
と
は
全
く
違
う
デ
マ
攻
撃
を

行
い
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
も
こ
れ
に
同

調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
今
回
選
挙
の
成

果
と
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
、
野
党

共
闘
の
前
進
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い

く
決
意
で
す
。

自
民
党
は
、
安
倍
・
菅
政
権
が
国

民
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
急
遽
岸
田
政
権
を
成

立
さ
せ
ま
し
た
が
、
「
安
倍
支
配
」

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
国
民
に
は
安

倍
・
菅
政
権
と
は
違
う
と
い
う
ア
ピ
ー

ル
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

大
き
な
矛
盾
を
抱
え
た
政
権
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
初
の
公
約

を
い
と
も
簡
単
に
投
げ
捨
て
、
安
倍
・

菅
時
代
の
旧
態
に
戻
っ
た
形
で
化
け

の
皮
が
は
が
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
も
、
コ
ロ
ナ
の
疾
病
対
策
は

も
ち
ろ
ん
、
失
業
・
休
業
、
収
入
減
、

倒
産
・
廃
業
な
ど
の
問
題
、
原
油
高

騰
や
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
の
問
題

な
ど
暮
ら
し
と
営
業
を
め
ぐ
っ
て
は

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
重
大
な
の
は
、
安
全
保
障
・

改
憲
問
題
で
す
。
選
挙
の
結
果
、
改

憲
勢
力
が
衆
院
の
３
分
の
２
を
占
め
、

公
明
党
を
含
む
勢
力
は
改
憲
議
論
を

積
極
的
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
参
照
）
。

気
候
変
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

な
ど
の
課
題
も
重
要
で
す
。

第８０号（１） と ん め て ２０２２年 １月 １日

２
０
２
２
年
新
春
に
あ
た
り

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す

日
本
共
産
党
八
丈
島
支
部
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日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
、

記
者
会
見
で
（
11
／
18
）
、
「
憲
法

９
条
改
憲
へ
の
大
変
危
険
な
新
局
面

が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
新
局
面
を

直
視
し
た
闘
い
が
重
要
だ
。
『
９
条

改
憲
許
す
な
』
の
一
点
で
草
の
根
か

ら
の
国
民
的
大
運
動
を
呼
び
か
け
た

い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
次
の
三
つ
の
点
に
言

及
し
ま
し
た
。

第
一
は
、
改
憲
に
向
け
た
岸
田
首

相
の
前
の
め
り
発
言
が
際
立
っ
て
い

る
こ
と
。
総
理
は
「
党
是
で
あ
る
憲

法
改
正
を
進
め
る
た
め
、
党
内
の
体

制
を
強
化
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
憲
法
改
正
推
進
本
部
」
を
「
憲
法

改
正
実
現
本
部
」
に
改
組
し
、
本
部

長
に
古
屋
圭
司
元
国
家
公
安
委
員
長
、

最
高
顧
問
に
安
倍
晋
三
元
首
相
が
起

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
そ
う
し
た
動
き
と
同
時

進
行
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

を
初
め
、
自
衛
隊
を
「
海
外
派
兵
型
」

の
軍
隊
に
改
変
す
る
動
き
が
進
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
自
民
党
は
、
総
選

挙
政
策
の
中
で
、
軍
事
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
比
２
％
以
上
に
増

額
す
る
考
え
を
示
す
な
ど
、
大
軍
拡

に
向
け
た
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。

第
三
は
、
総
選
挙
後
に
生
ま
れ
た

新
状
況
下
で
、
日
本
維
新
の
会
と
国

民
民
主
党
が“

改
憲
議
論
の
加
速
”

で
合
意
し
た
こ
と
で
す
。
自
民
党
の

改
憲
策
動
を
応
援
・
後
押
し
す
る
動

き
と
し
て
極
め
て
重
大
で
す
。

さ
ら
に
、
「
ど
の
世
論
調
査
を
見

て
も
、
改
憲
、
ま
し
て
や
９

条
改
定
を
国
民
は
望
ん
で
い

な
い
。
９
条
を
変
え
る
動
き

は
、
海
外
で
の
自
衛
隊
の
武
力
行
使

の
一
切
の
制
約
を
取
り
外
し
、
海
外

で
戦
争
を
す
る
国
造
り
を
進
め
る
事

に
あ
る
。
こ
う
い
う
方
向
は
国
民
大

多
数
の
考
え
で
は
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

９
条
改
憲
、危
険
な
局
面
。草
の
根
の
運
動
を
呼
び
か
け
る

野
党
共
闘
は
失
敗
で
は
な
い

岸
田
内
閣
の
危
険
な
役
割

衆
議
院
選
挙
の
結
果
と
新
た
な
政
治
局
面



●
八
丈
町
も
、
こ
こ
数
ヶ
月
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
発
生
が
な
く
、
観
光
客
も

増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住

民
の
上
京
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
新
種
の

感
染
拡
大
も
危
惧
さ
れ
、
「
島
に
活

気
が
戻
る
の
は
い
い
こ
と
だ
が
、
感

染
す
る
の
は
怖
い
。
マ
ス
ク
は
必
ず

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

●
脆
弱
な
島
し
ょ
の
医
療
体
制
を
支

え
、
島
民
の
命
綱
と
言
う
べ
き
広
尾

病
院
が
、
い
ま
地
方
独
立
行
政
法
人

化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
っ
先
に
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
、
都
内
の
コ
ロ
ナ
病
棟
の
３
割

（
２
千
床
）
を
確
保
し
、
東
京
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
の

が
、
都
立
・
公
社
の
１
４
病
院
で
す
。

都
立
病
院
は
、
広
尾
・
大
塚
・
駒

込
・
墨
東
・
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・

神
経
・
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・

松
沢
の
８
つ
。
公
社
病
院
は
東
部
地

域
・
多
摩
南
部
地
域
・
大
久
保
・
多

摩
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
豊
島
・
荏

原
の
６
つ
。

●
都
立
病
院
は
、
感
染
症
医
療
と
と

も
に
、
災
害
、
難
病
、
小
児
、
周
産

期
、
救
急
、
障
が
い
者
、
島
し
ょ
な

ど
専
門
性
が
高
く
採
算
の
取
り
づ
ら

い
、
行
政
的
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
の
財
政
支
出
の
削
減
が
ね

ら
い
で
あ
る
、
地
方
独
立
行
政
法
人

化
（
独
法
化
）
を
す
れ
ば
、
行
政
的

医
療
が
後
退
し
、
患
者
負
担
が
増
え

る
の
は
明
ら
か
で
す
。
命
を
ま
も
る

大
事
な
病
院
。
今
な
ら
ま
だ
独
法
化

を
止
め
ら
れ
ま
す
。

●
都
立
病
院
の
独
法
化
の
話
が
具
体

化
す
る
に
伴
い
、
島
し
ょ
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
、
反

対
署
名
も
数
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
強
め

●
令
和
３
年
第
３
回
東
京
都
議
会
定

例
会
（
９
月
議
会
）
で
、
地
方
独
立

行
政
法
人
の
根
本
を
定
め
る
「
定
款
」

が
議
決
さ
れ
、
令
和
４
年
７
月
の
都

立
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
移
行

が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
11
月
発
行
の
「
ニ
ュ
ー

ス
」
第
８
号
に
も
、
そ
の
こ
と
が
大

き
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
事
の

中
に
は
、
「
今
後
、
都
立
病
院
は
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
需
要
の
増

加
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
新
た
な
感

染
症
や
災
害
な
ど
へ
の
対
応
な
ど
環

境
の
変
化
に
対
し
て
よ
り
迅
速
で
柔

軟
に
対
応
で
き
る
病
院
運
営
が
必
要
。

し
か
し
、
現
在
の
都
立
病
院
は
自
治

体
の
制
度
に
基
づ
い
て
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
医
療
を
支
え

る
人
材
の
確
保
に
時
間
が
か
か
る
な

た
東
京
都
は
、
昨
年
か
ら
独
法
化
を

推
進
す
る
た
め
に
「
都
立
病
院
だ
よ

り
」
を
繰
り
返
し
発
行
。
病
院
長
に

独
法
化
の
推
進
を
語
ら
せ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
法
化
反
対
の
動
き
が
強

い
島
し
ょ
部
で
は
、
「
都
立
病
院
島

し
ょ
医
療
ニ
ュ
ー
ス
（
以
下
ニ
ュ
ー

ス
）
」
も
発
行
、
重
点
的
に
独
法
化

の
宣
伝
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
第
三
波
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

た
２
０
２
１
年
２
月
に
も
、
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

期
間
中
の
６
月
に
も
、
こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー

ス
を
発
行
し
続
け
、
独
法
化
を
一
貫

し
て
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

ど
、
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速

な
対
応
に
課
題
が
あ
る
」
と
述
べ
、

こ
う
し
た
状
況
改
善
の
た
め
独
法
化

は
不
可
避
で
あ
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
な

い
と
繰
り
返
し
う
た
っ
て
い
ま
す
。

●
い
い
こ
と
づ
く
め
の
独
法
化
だ
と

東
京
都
は
全
面
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
は
そ

う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

具
体
的
に
は
、
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
（
独
法
化
後
、
病
床

を
１
６
１
床
削
減
。
差
額
ベ
ッ
ド
を

大
幅
に
導
入
）
、
神
奈
川
県
立
病
院

機
構
（
県
の
財
政
支
援
が
大
幅
削
減
。

厳
し
い
経
営
状
況
で
、
繰
越
欠
損
は

60
億
円
）
、
大
阪
府
立
病
院
機
構

（
紹
介
状
の
な
い
患
者
の
初
診
料
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
料
な
ど
を
値

●
「
現
在
の
経
営
形
態
に
は
課
題
が

あ
る
」
と
い
う
の
が
東
京
都
の
見
解

で
す
が
、
都
立
・
公
社
病
院
の
コ
ロ

ナ
対
策
を
み
て
も
、
独
法
化
し
な
け

れ
ば
解
決
で
き
な
い
重
大
な
問
題
な

ど
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

都
が
理
由
と
し
て
あ
げ
た
の
は

「
医
師
の
兼
業
が
不
可
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
実
際
に
兼
業
で
き
ず
採

用
で
き
な
か
っ
た
事
例
は
１
事
例
。

ま
た
「
都
直
営
だ
と
特
定
分
野
の
知

識
を
も
つ
専
門
看
護
師
の
採
用
が
困

難
」
と
言
い
な
が
ら
令
和
３
年
度
、

看
護
師
の
定
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

小
池
都
知
事
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
が

最
重
要
課
題
と
言
い
な
が
ら
、
や
っ

て
い
る
こ
と
が
真
逆
で
す
。
第
５
波

で
は
コ
ロ
ナ
重
症
者
が
最
多
と
な
り
、

病
床
が
足
り
ず
に
多
く
の
自
宅
待
機

者
が
出
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

ず
に
亡
く
な
る
方
が
相
次
ぎ
、
悲
劇

の
連
鎖
が
続
き
ま
し
た
。
苦
し
い
病

上
げ
。
20
年
度
ま
で
の
４
年
間
、
毎

年
１
億
円
府
の
支
出
を
削
減
。
外
人

富
裕
層
向
け
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
）
、

宮
城
県
立
病
院
機
構
（
循
環
器
・
呼

吸
器
病
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
。
新
た
な

統
廃
合
も
方
針
化
）
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
独
法
化
後

良
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
は
無
く
、

む
し
ろ
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

医
療
か
ら
、
利
益
を
上
げ
る
医
療
へ

と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て

い
る
意
図
は
明
ら
か
で
す
。

院
現
場
、
患
者
の
状
況
は
お
か
ま
い

な
し
に
、
都
立
・
公
社
病
院
独
法
化

の
方
針
を
強
引
に
強
行
し
た
こ
と
は

大
問
題
で
す
。

●
独
法
化
を
す
す
め
る
「
定
款
」
は
、

自
民
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
公
明
、

維
新
な
ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
も
都
立
病
院
条
例
の
廃

止
や
、
中
期
目
標
、
中
期
計
画
な
ど

議
会
の
議
論
が
必
要
な
手
続
き
が
続

き
ま
す
。
反
対
署
名
は
２
０
万
人
超
！

今
な
ら
ま
だ
止
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
声
を
あ
げ
て
都
立
・
公
社
病
院
の

独
法
化
を
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
！

第８０号（２） と ん め て ２０２２年 １月 １日

今
、
東
京
の
医
療
の
後
退
を
許
さ
な
い
！
！

都
立
病
院
は
特
殊
な
専
門
病
院

独
法
化
反
対
。
広
尾
病
院
を
ま
も
ろ
う

都
議
会
第
3
回
定
例
会
で
、
「
定
款
」
を
可
決

何
が
何
で
も
独
法
化
す
る
た
め
の
、
都
の
ご
ま
か
し


